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熊本県教育会館事務局

一
般
財
団
法
人

一
般
財
団
法
人
と
し
て
の
２
年
の
歩
み
を
ふ
ま
え
、
新
た
な
体
制
で
、

評議員、役員（理事・監事）平成 27年７月 10日現在
※年齢は平成 27年４月１日現在

氏　名 性別 年齢 区　分（所属　等） 備考

平
成
27
年
度
の

教
育
会
館
事
業
の
展
開
を
図
り
ま
す

理
事
長
新
任
あ
い
さ
つ

　

一
般
財
団
法
人
に
移
行
し
て
２
年
が
経
ち
、
今
年
度
は
役
員
の
改
選
期
を

迎
え
ま
し
た
。
５
月
28
日
に
第
５
回
評
議
員
会
で
役
員
定
年
規
則
の
改
正
案

と
役
員
の
選
任
議
案
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
評
議
員
で
は
、
年

度
末
の
定
期
異
動
等
に
よ
り
、
田
中
和
幸
氏
、
渡
邉
博
昭
氏
が
辞
任
さ
れ
、

新
た
に
小
林
博
氏
、
松
本
克
己
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
14
日
の
第
10

回
理
事
会
で
検
討
し
た
平
成
26
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
及
び
監
査
報
告
、

平
成
27
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
等
も
、
評
議
員
会
で
承
認
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
次
頁
以
降
参
照
）

　

直
後
に
第
11
回
理
事
会
及
び
第
６
回
監
事
会
を
開
催
し
、
理
事
長
・
副
理

事
長
・
専
務
理
事
及
び
代
表
監
事
の
互
選
を
行
い
、
新
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
７
月
２
日
に
は
、
第
12
回
理
事
会
、
第
６
回
評
議
員
会
、

第
13
回
理
事
会
を
開
催
し
、
熊
本
県
議
会
議
員
に
な
ら
れ
た
岩
田
理
事
の
理

事
長
辞
任
に
伴
い
、
新
理
事
長
に
平
江
佳
幸
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。
理
事
は

当
面
は
12
人
、
副
理
事
長
も
２
人
と
し
、
事
業
推
進
体
制
の
確
立
を
図
り
ま

し
た
。（
左
表
参
照
）

　

新
た
な
体
制
の
も
と
、こ
れ
か
ら
も
福
祉
共
済
事
業
や
教
育
文
化
事
業
等
、

先
生
方
や
子
ど
も
た
ち
の
お
役
に
た
て
る
教
育
会
館
ら
し
い
活
動
の
充
実
と

展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
、
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大塚　敏彦 男 54 全体区分 （熊本県教育庁） 

松永　健 男 59 　〃　　 （熊本市教育委員会） 

角居　恭一 男 64 　〃　　 （小中学校校長会） 

小林　博 男 60 　〃　　 （県立学校校長会） 

松本　克己 男 55 地域区分 （南阿蘇西小学校） 

丸野　純哉 男 59 　〃　　 （尾ノ上小学校） 

久木田絹代 女 57 　〃　　 （合志中学校） 

上杉謙一郎 男 48 　〃　 （南ヶ丘小学校） 評議員会会長　

林　　俊光 男 44 　〃　 （ひのくに高等支援学校） 

青木　栄 男 53 　〃　　 （湧心館高等学校定時制） 評議員会副会長

光永　新治 男 67 　〃　　 （小中学校退職者） 

小林　敏夫 男 64 　〃　　 （県立学校退職者） 

野田　実 男 60 全体区分 （元理事長） 

東　　市子 女 65 　〃　　 （元理事長） 

赤塚　敏 男 65 　〃　 （元副理事長） 

岩田　智子 女 53 　〃　　 （前理事長、熊本県議会議員） 

今村　良博 男 54 地域区分 （熊本県教職員組合） 専務理事　　

竹田　妙子 女 55 　〃　　 （西合志南小学校） 

西嶋　正 男 61 　〃　　 （熊本県教職員組合） 副理事長

平江　佳幸 男 54 　〃　　 （荒尾第四中学校） 理事長

石井　雅臣 男 62 　〃　　 （熊本県高等学校教職員組合） 副理事長　　

水谷　博子 女 52 　〃　　 （玉名高等学校） 

田川　勝也 男 72 　〃
　　 （熊本県退職教職員等

      連絡協議会） 

正林　民雄 男 65 　〃　 （熊本県高等学校
     退職教職員連絡協議会） 

吉永賢一郎 男 38 全体区分 （公認会計士） 代表監事　　

真嶋　郁子 女 59 地域区分 （合志小学校） 

須藤　哲郎 男 49 　〃　　 （三角中学校） 

石原　哲也 男 47 　〃　　 （熊本支援学校） 

名島　弘和 男 65 　〃　 （小中学校退職者） 

嶋田　久義 男 62 　〃　　 （県立学校退職者） 

※評議員12名（定款の定数は10名以上 20名以内）
※理事12名（同８名以上12名以内）＊監事６名（同４名以上６名以内）

評
議
員

理
事

監
事

理
事
長
退
任
あ
い
さ
つ

　
４
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
統
一

地
方
選
挙
に
お
い
て
、
岩
田
智

子
理
事
長
が
県
会
議
員
選
挙
に

出
馬
し
、
見
事
当
選
を
果
た
し

ま
し
た
。
議
員
活
動
に
専
念
す

る
た
め
に
理
事
長
職
を
勇
退
す

る
こ
と
に
な
り
、
第
13
回
理
事

会
で
理
事
長
に
選
出
し
て
い
た

だ
い
た
平
江
佳
幸
と
申
し
ま
す
。

皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
熊
本
県

の
教
育
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
般
財

団
法
人
熊
本
県
教
育
会
館
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
会
館
は
熊
本
県
教
育
の
振

興
・
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

引
き
続
き
共
助
・
共
生
の
精
神

を
も
っ
て
皆
様
の
福
利
厚
生
・

文
化
事
業
の
充
実
の
た
め
に
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
指
導
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
理
事

長
に
就
任
し
て
１
年
と
３
ヶ
月

間
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
間
第
30
次
会
館

共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
こ
と
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
毎
年

行
っ
て
い
る
図
書
寄
贈
や
学
校

で
の
寄
席
等
の
文
化
事
業
で
学

校
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
、
た
く
さ
ん
の
先
生
に
お

会
い
で
き
、
こ
の
教
育
会
館
の

事
業
に
ご
支
援
い
た
だ
け
た
こ

と
な
ど
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
育
児
休
業

中
の
先
生
方
対
象
の
カ
ム
バ
ッ

ク
セ
ミ
ナ
ー
や
熊
本
県
教
職
員

組
合
を
窓
口
に
し
た
パ
パ
マ
マ

広
場
に
も
た
く
さ
ん
の
先
生
方

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地

域
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の

方
々
と
の
防
災
訓
練
や
健
康
ヨ

ガ
教
室
も
実
施
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
取
り
組
み
が
充
実
し
て

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
教
育
会
館
が
、

よ
り
身
近
で
頼
り
に
な
り
、
自

助
共
助
の
精
神
で
運
営
が
続
け

ら
れ
ま
す
よ
う
に
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平江 佳幸

岩田智子
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１
．
会
館
の

　
　

財
政
運
営
に
つ
い
て

⑴
会
館
の
基
本
資
金
で
あ
る
会

館
建
設
基
金
（
出
資
金
）
に
つ

い
て
は
、
出
資
依
頼
を
中
止
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
た

な
出
資
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら

定
年
で
退
職
さ
れ
る
方
に
は
３

月
に
出
資
金
の
返
済
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
出
資
金
の

返
済
は
、
退
職
等
に
よ
る
返
済

が
４
８
８
人
、
４
，９
９
８
，０

０
０
円
で
し
た
。
こ
の
結
果
出

資
金
の
残
額
は
８
８
，７
０
３
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
地
代
家
賃
は
、
１
０
０
％
納

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
会
議
室
貸
料
は
前
年
と
比
べ

約
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

⑷
会
館
共
済
事
業
の
集
金
手
数

料
は
約
２
，８
５
０
万
円
と
減

少
傾
向
で
す
。
会
館
共
済
制
度

の
75
歳
ま
で
の
延
長
で
し
ば
ら

く
な
か
っ
た
満
期
祝
金
が
、
５

年
ぶ
り
に
発
生
し
ま
し
た
。
ま

た
教
育
会
館
の
特
別
給
付
金

は
、
年
間
給
付
額
も
落
ち
着
い

た
状
況
で
す
。

⑸
各
種
引
当
は
、
会
館
共
済
記

念
事
業
準
備
引
当
を
30
次
記
念

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
に
５
０

０
万
円
取
り
崩
し
ま
し
た
。
な

お
残
金
は
引
当
に
戻
し
、
現
在

の
引
当
額
は
２
３
９
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

⑹
会
計
処
理
は
ユ
ー
ス
会
計
社

（
吉
永
公
認
会
計
士
事
務
所
）

と
の
契
約
を
継
続
し
、
適
正
な

処
理
と
円
滑
な
執
行
に
努
め
ま

し
た
。

２
．
管
理
業
務
に
つ
い
て

⑴
夜
間
や
休
日
の
管
理
警
備

は
、
３
名
と
業
務
委
託
契
約
を

結
び
、
会
館
を
常
時
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

⑵
安
全
管
理
及
び
設
備
・
備
品

の
保
守
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
と
保
守
契
約
を
結
び
行
っ
て

い
ま
す
。

⑶
災
害
の
未
然
防
止
と
万
一
の

災
害
に
備
え
る
た
め
、
年
２
回

の
防
火
対
策
委
員
会
を
開
催
し

て
防
火
管
理
組
織･

自
衛
消
防

組
織
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
時
の
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。５
月
30
日
の
避

難
訓
練
は
、「
白
川
校
区
５
・
７

町
内
と
合
同
避
難
訓
練
」
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。「
災
害
時
の

一
時
避
難
場
所
提
供
に
お
け
る

施
設
利
用
に
関
す
る
協
定
書
」

を
地
域
自
治
会
と
締
結
し
て
い

ま
す
。今
回
で
３
回
目
と
な
り
、

今
後
も
継
続
的
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
の
講
習
会
も
行
い

ま
し
た
。11
月
21
日
の
避
難
訓

練
は
、
火
災
発
生
に
よ
る
避
難

訓
練
と
、
本
物
の
消
火
器
を
使

い
、
火
災
発
生
時
の
初
期
消
火

の
た
め
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。ま
た
専
門
業
者（
ユ
ー
ジ
ー

防
災
設
備
）
に
よ
る
消
防
設
備

点
検
を
９
月
５
日
と
３
月
６
日

の
年
２
回
実
施
し
ま
し
た
。

⑷
建
物
の
保
守
関
係
と
し
て

は
、
立
体
駐
車
場
の
ボ
ル
ト
の

緩
み
対
策
は
、
年
１
回
の
業
者

点
検
等
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

２
階
の
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
が
故
障
し
、
修
理
を

行
い
ま
し
た
。電
設
保
守
で
は
、

動
力
用
変
圧
器
の
絶
縁
診
断
値

が
低
下
し
、
絶
縁
油
を
交
換
し

ま
し
た
。

　
「
大
規
模
改
修
委
員
会
」を
平

成
26
年
度
は
５
回
開
催
し
、
特

に
空
調
関
係
の
大
規
模
改
修
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。空
調

関
係
大
規
模
改
修
に
つ
い
て

は
、
４
月
３
日
に
業
者
へ
の
現

場
説
明
会
を
開
催
し
、
13
日
に

「
大
規
模
改
修
検
討
委
員
会
」で

業
者
選
定
の
検
討
を
行
い
、
５

月
半
ば
か
ら
６
月
末
ま
で
に
改

修
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま

す
。設
計
・
監
理
に
つ
い
て
は

大
和
設
計
と
契
約
を
結
び
、
施

工
に
つ
い
て
は
旭
電
業
（
日
立

特
約
店
）
と
契
約
を
結
び
実
施

し
ま
す
。

⑸「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を

４
月
（
会
館
共
済
30
次
記
念
特

集
号
）
と
例
年
の
７
月
、
12
月

の
３
回
発
行
し
、
会
館
の
事
業

等
の
広
報
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

て
情
報
の
開
示
と
発
信
に
努
め

ま
し
た
。

３
．
福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
発
足
30
年
目
を
迎
え
た
会
館

共
済
Ⅰ
型
『
遺
族
生
活
給
付
金

共
済
（
生
命
保
障
）』
は
、
新

規
加
入
者
が
２
３
５
名
で
加
入

者
総
数
が
１
０
，９
８
１
名
と

な
り
ま
し
た
。
前
年
よ
り
４
７

６
名
の
減
で
し
た
。Ⅰ
型
『
医

療
プ
ラ
ン
』
は
、
昨
年
度
よ
り

２
１
４
名
減
の
５
，３
４
４
名

と
な
り
ま
し
た
。
導
入
４
年
目

の
Ⅰ
型
『
介
護
プ
ラ
ン
』
は
、

昨
年
度
３
，０
７
１
名
か
ら
２

３
５
名
増
の
３
，３
０
６
名
と

な
り
ま
し
た
。

　
加
入
者
の
死
亡
に
伴
う
遺
族

生
活
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
共
済
年
度
は
、
死
亡
11
人

で
給
付
総
額
は
１
億
４
，５
０

０
万
円
で
し
た
。
ま
た
、
医
療

プ
ラ
ン
の
給
付
は
１
７
２
件
で

給
付
総
額
は
１
，３
４
６
万
７
，

０
０
０
円
で
し
た
。
特
別
給
付

金
の
年
間
給
付
額
は
１
，１
０

０
万
円
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
会
館
共
済
Ⅱ
型
は
、
新
規
加

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
熊
本
の

教
育
に
関
係
深
い
方
の
作
品

を
、
教
育
会
館
玄
関
ホ
ー
ル
に

展
示
し
て
い
ま
す
。

⑸
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
『
こ
こ
ろ

ゆ
っ
た
り
講
座
』
を
８
月
11
日

に
教
育
会
館
で
開
催
し
、
臨
床

心
理
士
の
江
﨑
百
美
子
先
生

（
熊
本
県
臨
床
心
理
士
会
会
長
）

の
ご
講
演
「
心
と
身
体
を
癒
す

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
昼
食

で
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
18
名
で
し
た
。

　
育
児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援

『
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
』
を

11
月
12
日
に
火
の
国
ハ
イ
ツ
で

開
催
し
ま
し
た
。
県
教
育
委
員

会
学
校
人
事
課
の
川
附
参
事
、

村
山
参
事
に
ご
講
演
「
育
児
等

に
関
す
る
諸
制
度
の
活
用
に
つ

い
て
」
と
教
育
政
策
課
福
利
厚

生
室
の
柿
原
参
事
に
ご
講
演

「
共
済
組
合
関
係
」
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は

こ
れ
ま
で
要
望
が
多
か
っ
た

「
育
児
休
業
経
験
者
の
お
話
」

を
嘉
島
中
の
門
田
教
諭
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。
情
報
交
換
等
も

で
き
と
て
も
好
評
で
し
た
。
参

加
者
は
54
名
で
、
託
児
は
51
名

で
し
た
。

　
ま
た
参
加
者
の
方
か
ら
の
要

望
が
あ
り
、
平
成
22
年
12
月
か

ら
始
め
ま
し
た
「
パ
パ
マ
マ
広

場
」
も
、
育
児
休
業
者
の
交
流

の
場
と
し
て
、
月
１
回
開
催
が

定
着
し
広
が
り
が
出
て
き
て
い

ま
す
。

　
教
職
員
及
び
教
育
会
館
周
辺

の
地
域
住
民
対
象
の
「
ヨ
ガ
教

室
」
は
３
年
目
を
迎
え
、
参
加

者
も
増
加
し
好
評
で
す
。

　
ま
た
、
教
職
員
向
け
の
電
話

相
談
室
『
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
』
を

毎
週
火
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
支
援
し

て
き
た
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の

電
話
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人『
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
』

は
、
現
在
事
務
局
の
都
合
に
よ

り
休
止
中
で
す
。

５
．
事
務
受
託
事
業
（
熊
本
県

教
職
員
厚
生
情
報
セ
ン
タ
ー
）

に
つ
い
て

⑴
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
設
立
加
盟
団
体
の
熊
本
県

教
職
員
組
合
、生
協
く
ま
も
と
、

教
育
会
館
で
協
議
を
行
い
、
平

成
27
年
度
か
ら
は
業
務
委
託
契

約
に
基
づ
き
教
育
会
館
が
運
営

主
体
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
シ
ス
テ
ム
を
よ
り

使
い
や
す
く
す
る
た
め
に
改
修

（
修
繕
）
を
行
い
ま
し
た
。
利

用
代
金
の
請
求
及
び
収
納
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
３
月
よ
り

１
年
余
順
調
に
運
用
で
き
て
い

ま
す
。

⑵
個
人
情
報
の
適
正
管
理
に
つ

い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
基
本

規
程
の
見
直
し
を
行
い
、
ま
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及
び
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
等
を
行
い
、

適
正
運
用
に
努
め
ま
し
た
。
セ

ン
タ
ー
の
監
査
体
制
に
つ
い
て

は
、
ユ
ー
ス
会
計
社
や
セ
ン

タ
ー
シ
ス
テ
ム
委
託
先
の
Ｋ
Ｉ

Ｓ
と
協
議
し
、
そ
の
構
築
を

図
っ
て
い
ま
す
。

入
者
は
８
名
、
退
職
等
に
よ
り

43
名
の
減
で
加
入
者
総
数
は
８

１
８
名
に
な
り
ま
し
た
。

⑶
第
22
次
よ
り
導
入
し
た
『
傷

害
プ
ラ
ン
』
の
新
規
加
入
者
は

５
名
、
加
入
者
総
数
は
１
２
９

名
と
な
り
ま
し
た
。

⑷
会
館
共
済
特
別
給
付
金
の
申

請
に
対
し
て
は
、給
付
の
適
正
・

迅
速
化
を
図
る
た
め
に
給
付
審

査
委
員
会
を
毎
月
２
回
開
催

し
、
半
月
毎
に
審
査
・
給
付
の

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

⑸
共
済
事
業
の
制
度
や
運
営
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
制
度

検
討
委
員
会
で
検
討
を
行
い
、

在
職
中
の
方
は
65
歳
６
カ
月
ま

で
新
規
加
入
を
可
能
に
し
ま
し

た
。
ま
た
特
別
給
付
金
に
つ
い

て
も
出
産
祝
金
を
誕
生
祝
金
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
医
療
プ
ラ

ン
の
日
帰
り
入
院
を
保
障
す
る

制
度
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。

４
．
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
教
育
会
館
設
立
25
周
年
を
記

念
し
て
始
め
た
図
書
券
の
寄
贈

を
継
続
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
26
年
間
で
県
内
の
べ
５
７
１

校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
26
年
度

も
寄
贈
校
26
校
全
て
を
訪
問
し

て
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
寄
贈
総
額
は
３
，１
１
０
万

円
で
す
。

⑵
会
館
共
済
第
25
次
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
企
画
と
し
て
行
っ
た
教

育
会
館
寄
席
は
、
５
年
目
に
な

り
ま
し
た
。「
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」

や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
て
公

募
し
、３
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
会
館
共
済
30
次
記
念
事
業

と
し
て
、
教
育
会
館
ホ
ー
ル
寄

席
も
開
催
し
ま
し
た
。

⑶
熊
本
県
か
る
た
協
会
及
び
日

本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部
の
事

業
を
支
援
し
、
日
本
の
伝
統
文

化
や
芸
能
の
振
興
を
図
る
た

め
、
月
１
回
の
練
習
会
や
大
会

等
に
会
場
を
無
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
２
月
22
日
（
日
）
に
は
熊
本

県
か
る
た
協
会
主
催
の
「
第
27

回
熊
本
県
小
中
学
校
小
倉
百
人

一
首
か
る
た
競
技
大
会
」
を
後

援
し
ま
し
た
。
今
年
も
県
下
各

地
か
ら
多
数
の
参
加
が
あ
り
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

⑷
会
館
新
築
移
転
10
周
年
を
記

念
し
て
、
平
成
18
年
８
月
よ
り

『
教
育
会
館
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
』

平
成
26
年
度
事
業
報
告

21年度 13 193,000,000 190 14,599,000

22年度 12 160,000,000 193 16,150,000

23年度 19 206,000,000 193 17,297,000

24年度 12 135,000,000 182 16,882,000

25年度 11 145,000,000 172 13,467,000

2 医療プラン・初期入院（１日～４日） 211件 195件
3 休職見舞金 14件 11 件
4 出産祝金 106件 118件
5 退職祝金 117件 115件
6 満期祝品 25件 0 件
給付　総件数 744件 733件
給付　総額 11,676,000円 11,390,000円

死亡・高度障害及び入院給付金
平成21～ 25共済年度（9～8月）　５年間の推移

特別給付金の給付状況
平成26年４月１日～平成27年３月 31日

死亡・高度障害 給付 入院 給付

件数（件） 給付額（円） 件数（件） 給付額（円）

入院見舞金

平成

５日以上
30日以上
60日以上

226件
29件
16件

248件
28件
18件

内容 給付件数 前年

1



（３）　第82号 平成27（2015）年７月10日

第９期（平成26年10 月～27 年５月）

10 月期は、 作本　浩一氏（玉名市）の油彩画展
11月期は、 境屋佐代子氏（宇土市）
 川本芙美子　（宇城市）の油彩画展
12月期は、 梨本マスミ氏（熊本市）の油彩画展
１月期は、 横山　博之氏（熊本市）の油彩画展
２月期は、 中村　公一氏（天草市）の油彩画展
３月期は、 石井小夜子氏（熊本市）の油彩画展
４月期は、 福田　次子氏（宇城市）の油彩画展
５月期は、 南　　洋子氏（熊本市）の油彩画展

アートのひろば開催状況

ア
ー
ト
の

ひ
ろ
ば

ア
ー
ト
の

ひ
ろ
ば

１
．
会
館
の

　
　

財
政
運
営
に
つ
い
て

⑴
会
館
の
基
本
資
金
で
あ
る
会

館
建
設
基
金
（
出
資
金
）
に
つ

い
て
は
、
出
資
依
頼
を
中
止
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
た

な
出
資
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら

定
年
で
退
職
さ
れ
る
方
に
は
３

月
に
出
資
金
の
返
済
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
出
資
金
の

返
済
は
、
退
職
等
に
よ
る
返
済

が
４
８
８
人
、
４
，９
９
８
，０

０
０
円
で
し
た
。
こ
の
結
果
出

資
金
の
残
額
は
８
８
，７
０
３
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
地
代
家
賃
は
、
１
０
０
％
納

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
会
議
室
貸
料
は
前
年
と
比
べ

約
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

⑷
会
館
共
済
事
業
の
集
金
手
数

料
は
約
２
，８
５
０
万
円
と
減

少
傾
向
で
す
。
会
館
共
済
制
度

の
75
歳
ま
で
の
延
長
で
し
ば
ら

く
な
か
っ
た
満
期
祝
金
が
、
５

年
ぶ
り
に
発
生
し
ま
し
た
。
ま

た
教
育
会
館
の
特
別
給
付
金

は
、
年
間
給
付
額
も
落
ち
着
い

た
状
況
で
す
。

⑸
各
種
引
当
は
、
会
館
共
済
記

念
事
業
準
備
引
当
を
30
次
記
念

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
に
５
０

０
万
円
取
り
崩
し
ま
し
た
。
な

お
残
金
は
引
当
に
戻
し
、
現
在

の
引
当
額
は
２
３
９
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

⑹
会
計
処
理
は
ユ
ー
ス
会
計
社

（
吉
永
公
認
会
計
士
事
務
所
）

と
の
契
約
を
継
続
し
、
適
正
な

処
理
と
円
滑
な
執
行
に
努
め
ま

し
た
。

２
．
管
理
業
務
に
つ
い
て

⑴
夜
間
や
休
日
の
管
理
警
備

は
、
３
名
と
業
務
委
託
契
約
を

結
び
、
会
館
を
常
時
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

⑵
安
全
管
理
及
び
設
備
・
備
品

の
保
守
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
と
保
守
契
約
を
結
び
行
っ
て

い
ま
す
。

⑶
災
害
の
未
然
防
止
と
万
一
の

災
害
に
備
え
る
た
め
、
年
２
回

の
防
火
対
策
委
員
会
を
開
催
し

て
防
火
管
理
組
織･

自
衛
消
防

組
織
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
時
の
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。５
月
30
日
の
避

難
訓
練
は
、「
白
川
校
区
５
・
７

町
内
と
合
同
避
難
訓
練
」
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。「
災
害
時
の

一
時
避
難
場
所
提
供
に
お
け
る

施
設
利
用
に
関
す
る
協
定
書
」

を
地
域
自
治
会
と
締
結
し
て
い

ま
す
。今
回
で
３
回
目
と
な
り
、

今
後
も
継
続
的
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
の
講
習
会
も
行
い

ま
し
た
。11
月
21
日
の
避
難
訓

練
は
、
火
災
発
生
に
よ
る
避
難

訓
練
と
、
本
物
の
消
火
器
を
使

い
、
火
災
発
生
時
の
初
期
消
火

の
た
め
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。ま
た
専
門
業
者（
ユ
ー
ジ
ー

防
災
設
備
）
に
よ
る
消
防
設
備

点
検
を
９
月
５
日
と
３
月
６
日

の
年
２
回
実
施
し
ま
し
た
。

⑷
建
物
の
保
守
関
係
と
し
て

は
、
立
体
駐
車
場
の
ボ
ル
ト
の

緩
み
対
策
は
、
年
１
回
の
業
者

点
検
等
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

２
階
の
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
が
故
障
し
、
修
理
を

行
い
ま
し
た
。電
設
保
守
で
は
、

動
力
用
変
圧
器
の
絶
縁
診
断
値

が
低
下
し
、
絶
縁
油
を
交
換
し

ま
し
た
。

　
「
大
規
模
改
修
委
員
会
」を
平

成
26
年
度
は
５
回
開
催
し
、
特

に
空
調
関
係
の
大
規
模
改
修
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。空
調

関
係
大
規
模
改
修
に
つ
い
て

は
、
４
月
３
日
に
業
者
へ
の
現

場
説
明
会
を
開
催
し
、
13
日
に

「
大
規
模
改
修
検
討
委
員
会
」で

業
者
選
定
の
検
討
を
行
い
、
５

月
半
ば
か
ら
６
月
末
ま
で
に
改

修
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま

す
。設
計
・
監
理
に
つ
い
て
は

大
和
設
計
と
契
約
を
結
び
、
施

工
に
つ
い
て
は
旭
電
業
（
日
立

特
約
店
）
と
契
約
を
結
び
実
施

し
ま
す
。

⑸「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を

４
月
（
会
館
共
済
30
次
記
念
特

集
号
）
と
例
年
の
７
月
、
12
月

の
３
回
発
行
し
、
会
館
の
事
業

等
の
広
報
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

て
情
報
の
開
示
と
発
信
に
努
め

ま
し
た
。

３
．
福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
発
足
30
年
目
を
迎
え
た
会
館

共
済
Ⅰ
型
『
遺
族
生
活
給
付
金

共
済
（
生
命
保
障
）』
は
、
新

規
加
入
者
が
２
３
５
名
で
加
入

者
総
数
が
１
０
，９
８
１
名
と

な
り
ま
し
た
。
前
年
よ
り
４
７

６
名
の
減
で
し
た
。Ⅰ
型
『
医

療
プ
ラ
ン
』
は
、
昨
年
度
よ
り

２
１
４
名
減
の
５
，３
４
４
名

と
な
り
ま
し
た
。
導
入
４
年
目

の
Ⅰ
型
『
介
護
プ
ラ
ン
』
は
、

昨
年
度
３
，０
７
１
名
か
ら
２

３
５
名
増
の
３
，３
０
６
名
と

な
り
ま
し
た
。

　
加
入
者
の
死
亡
に
伴
う
遺
族

生
活
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
共
済
年
度
は
、
死
亡
11
人

で
給
付
総
額
は
１
億
４
，５
０

０
万
円
で
し
た
。
ま
た
、
医
療

プ
ラ
ン
の
給
付
は
１
７
２
件
で

給
付
総
額
は
１
，３
４
６
万
７
，

０
０
０
円
で
し
た
。
特
別
給
付

金
の
年
間
給
付
額
は
１
，１
０

０
万
円
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
会
館
共
済
Ⅱ
型
は
、
新
規
加

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
熊
本
の

教
育
に
関
係
深
い
方
の
作
品

を
、
教
育
会
館
玄
関
ホ
ー
ル
に

展
示
し
て
い
ま
す
。

⑸
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
『
こ
こ
ろ

ゆ
っ
た
り
講
座
』
を
８
月
11
日

に
教
育
会
館
で
開
催
し
、
臨
床

心
理
士
の
江
﨑
百
美
子
先
生

（
熊
本
県
臨
床
心
理
士
会
会
長
）

の
ご
講
演
「
心
と
身
体
を
癒
す

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
昼
食

で
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
18
名
で
し
た
。

　
育
児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援

『
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
』
を

11
月
12
日
に
火
の
国
ハ
イ
ツ
で

開
催
し
ま
し
た
。
県
教
育
委
員

会
学
校
人
事
課
の
川
附
参
事
、

村
山
参
事
に
ご
講
演
「
育
児
等

に
関
す
る
諸
制
度
の
活
用
に
つ

い
て
」
と
教
育
政
策
課
福
利
厚

生
室
の
柿
原
参
事
に
ご
講
演

「
共
済
組
合
関
係
」
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は

こ
れ
ま
で
要
望
が
多
か
っ
た

「
育
児
休
業
経
験
者
の
お
話
」

を
嘉
島
中
の
門
田
教
諭
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。
情
報
交
換
等
も

で
き
と
て
も
好
評
で
し
た
。
参

加
者
は
54
名
で
、
託
児
は
51
名

で
し
た
。

　
ま
た
参
加
者
の
方
か
ら
の
要

望
が
あ
り
、
平
成
22
年
12
月
か

ら
始
め
ま
し
た
「
パ
パ
マ
マ
広

場
」
も
、
育
児
休
業
者
の
交
流

の
場
と
し
て
、
月
１
回
開
催
が

定
着
し
広
が
り
が
出
て
き
て
い

ま
す
。

　
教
職
員
及
び
教
育
会
館
周
辺

の
地
域
住
民
対
象
の
「
ヨ
ガ
教

室
」
は
３
年
目
を
迎
え
、
参
加

者
も
増
加
し
好
評
で
す
。

　
ま
た
、
教
職
員
向
け
の
電
話

相
談
室
『
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
』
を

毎
週
火
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
支
援
し

て
き
た
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の

電
話
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人『
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
』

は
、
現
在
事
務
局
の
都
合
に
よ

り
休
止
中
で
す
。

５
．
事
務
受
託
事
業
（
熊
本
県

教
職
員
厚
生
情
報
セ
ン
タ
ー
）

に
つ
い
て

⑴
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
設
立
加
盟
団
体
の
熊
本
県

教
職
員
組
合
、生
協
く
ま
も
と
、

教
育
会
館
で
協
議
を
行
い
、
平

成
27
年
度
か
ら
は
業
務
委
託
契

約
に
基
づ
き
教
育
会
館
が
運
営

主
体
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
シ
ス
テ
ム
を
よ
り

使
い
や
す
く
す
る
た
め
に
改
修

（
修
繕
）
を
行
い
ま
し
た
。
利

用
代
金
の
請
求
及
び
収
納
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
３
月
よ
り

１
年
余
順
調
に
運
用
で
き
て
い

ま
す
。

⑵
個
人
情
報
の
適
正
管
理
に
つ

い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
基
本

規
程
の
見
直
し
を
行
い
、
ま
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及
び
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
等
を
行
い
、

適
正
運
用
に
努
め
ま
し
た
。
セ

ン
タ
ー
の
監
査
体
制
に
つ
い
て

は
、
ユ
ー
ス
会
計
社
や
セ
ン

タ
ー
シ
ス
テ
ム
委
託
先
の
Ｋ
Ｉ

Ｓ
と
協
議
し
、
そ
の
構
築
を

図
っ
て
い
ま
す
。

入
者
は
８
名
、
退
職
等
に
よ
り

43
名
の
減
で
加
入
者
総
数
は
８

１
８
名
に
な
り
ま
し
た
。

⑶
第
22
次
よ
り
導
入
し
た
『
傷

害
プ
ラ
ン
』
の
新
規
加
入
者
は

５
名
、
加
入
者
総
数
は
１
２
９

名
と
な
り
ま
し
た
。

⑷
会
館
共
済
特
別
給
付
金
の
申

請
に
対
し
て
は
、給
付
の
適
正
・

迅
速
化
を
図
る
た
め
に
給
付
審

査
委
員
会
を
毎
月
２
回
開
催

し
、
半
月
毎
に
審
査
・
給
付
の

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

⑸
共
済
事
業
の
制
度
や
運
営
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
制
度

検
討
委
員
会
で
検
討
を
行
い
、

在
職
中
の
方
は
65
歳
６
カ
月
ま

で
新
規
加
入
を
可
能
に
し
ま
し

た
。
ま
た
特
別
給
付
金
に
つ
い

て
も
出
産
祝
金
を
誕
生
祝
金
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
医
療
プ
ラ

ン
の
日
帰
り
入
院
を
保
障
す
る

制
度
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。

４
．
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
教
育
会
館
設
立
25
周
年
を
記

念
し
て
始
め
た
図
書
券
の
寄
贈

を
継
続
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
26
年
間
で
県
内
の
べ
５
７
１

校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
26
年
度

も
寄
贈
校
26
校
全
て
を
訪
問
し

て
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
寄
贈
総
額
は
３
，１
１
０
万

円
で
す
。

⑵
会
館
共
済
第
25
次
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
企
画
と
し
て
行
っ
た
教

育
会
館
寄
席
は
、
５
年
目
に
な

り
ま
し
た
。「
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」

や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
て
公

募
し
、３
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
会
館
共
済
30
次
記
念
事
業

と
し
て
、
教
育
会
館
ホ
ー
ル
寄

席
も
開
催
し
ま
し
た
。

⑶
熊
本
県
か
る
た
協
会
及
び
日

本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部
の
事

業
を
支
援
し
、
日
本
の
伝
統
文

化
や
芸
能
の
振
興
を
図
る
た

め
、
月
１
回
の
練
習
会
や
大
会

等
に
会
場
を
無
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
２
月
22
日
（
日
）
に
は
熊
本

県
か
る
た
協
会
主
催
の
「
第
27

回
熊
本
県
小
中
学
校
小
倉
百
人

一
首
か
る
た
競
技
大
会
」
を
後

援
し
ま
し
た
。
今
年
も
県
下
各

地
か
ら
多
数
の
参
加
が
あ
り
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

⑷
会
館
新
築
移
転
10
周
年
を
記

念
し
て
、
平
成
18
年
８
月
よ
り

『
教
育
会
館
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
』

個
人
情
報
保
護
基
本
規
程　

　

第
９
回
理
事
会
で
『
厚
生
情
報

セ
ン
タ
ー
の
個
人
情
報
保
護
基
本

規
程
』
は
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
本
体
で
あ
る
熊
本
県
教

育
会
館
の
『
個
人
情
報
保
護
基
本

規
程
』
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
厚
生
情
報
セ
ン
タ
ー
で
の
規

程
に
準
じ
て
つ
く
っ
て
お
り
ま

す
。
５
月
の
第
10
回
理
事
会
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
個
人
情

報
の
適
正
管
理
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

個
人
情
報
の
管
理
に
関
す
る

責
務
規
程
の
改
正

　

第
９
回
理
事
会
で
『
一
般
財
団

法
人
熊
本
県
教
育
会
館　

個
人
情

報
の
管
理
に
関
す
る
責
務
規
程
』

は
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
熊
本
県
教
育
会
館
の
『
個
人

情
報
保
護
基
本
規
程
』
を
つ
く
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
一

部
改
訂
が
、
５
月
の
第
10
回
理
事

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
規

程
に
応
じ
て
会
館
内
で
運
用
し
て

い
て
い
き
ま
す
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
規
程　
　

　

個
人
情
報
保
護
を
適
正
に
管
理

運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
も
大
切
に
な

り
ま
す
。
そ
の
基
本
と
な
り
ま
す

『
一
般
財
団
法
人
熊
本
県
教
育
会

館　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
規
程
』

が
、
５
月
の
第
10
回
理
事
会
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
規
程
に
基

づ
き
、
厚
生
情
報
セ
ン
タ―

や
会

館
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
運
用

し
て
い
き
ま
す
。

平成27年度図書寄贈予定校

そ
の
他
の
議
案

　熊本県下教職員等の助け合いの制度

である『会館共済』31次キャンペーン

（保障期間：H27.9.1～ H28.8.31）

は6月15日を持ちまして、無事に終

了いたしました。大変お忙しい中、ご

対応いただきましてありがとうござい

ました。31次契約引受証、30次配当

金通知書、生命保険料控除証明書等は

10月中旬頃お届けいたします。

　今年も多くの先生方との出会いに感

謝いたします。今後とも会館共済をよ

ろしくお願いいたします。

荒尾玉名 南関第一小学校、小天小学校、玉南中学校
鹿本 六郷小学校
菊池 旭志小学校、西合志中学校
阿蘇 高森中学校

熊本
 中島小学校、城東小学校、春日小学校、菱形小学校、五福小学校、豊田小学校、

 池上小学校、桜山中学校、城西中学校、富合中学校、天明中学校
上益城 嘉島東小学校　
宇城 三角小学校
八代 泉小学校、第七中学校
人吉球磨 木上小学校
水俣芦北 湯浦小学校
天草 阿村小学校、天草小学校
県立学校 ◎天草高等学校倉岳校　　◎苓洋高等学校　　◎小国高等学校

地区

《寄贈校》　小中学校26校　　県立学校３校（重点校３校）

※保険金・給付金等のご請求は３年間
となっております。中途加入やプラン
変更もできます。何かございましたら、
お気軽にお問い合わせください。
※住所、改姓等の変更がある場合はご
連絡いただきますようお願いします。

１
月
期 

横
山　

博
之

12
月
期 

梨
本
マ
ス
ミ

２
月
期 

中
村　

公
一

〇は重点校１年目（今年度はなし）　　◎は重点校２年目

会
館
共
済

第
31
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
礼

※

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

※図書寄贈の費用は、厚生情報センターから「教育貢献費」として一部負担していただいています。
※厚生情報センター加盟団体は、生活協同組合くまもと、熊本県教職員組合、熊本県教育会館です。

※

８
月
は
、

　

浜
田
知
明 

特
別
パ
ネ
ル
展

３
月
期 

石
井
小
夜
子

４
月
期 

福
田　

次
子

５
月
期 

南 

洋
子

寄贈校

訂正とお詫び　平成26年12月発行の「会館ニュース第81号」の図書寄贈の欄の上段写真を誤って「苓洋高校」としてしま
いました。正しくは「小川工業高校」です。ご迷惑をおかけしまして、誠に申し訳ありませんでした。訂正とお詫びを申し上げます。
尚、ホームページでも『「会館ニュース第81号」の訂正とお詫び』を掲載いたしました。
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１
．
会
館
の
財
政
・
管
理
運
営

に
つ
い
て

⑴
一
般
財
団
法
人
熊
本
県
教
育

会
館
へ
の
移
行
趣
旨
を
基
に
、

定
款
に
従
っ
た
機
関
運
営
を
行

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
育
会

館
を
設
立
し
た
両
教
職
員
組
合

を
は
じ
め
、
教
職
員
の
諸
団
体

や
行
政
当
局
と
の
連
絡
を
密
に

行
い
な
が
ら
適
正
な
事
業
執
行

に
努
め
ま
す
。

⑵
公
益
目
的
実
施
事
業
等
会
計

と
収
益
事
業
会
計
の
区
分
経
理

を
行
い
、
事
業
収
入
と
管
理
経

費
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
制
度
検
討
委
員
会

で
、
２
〜
３
年
を
め
ど
に
検
討

を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
長
期

的
な
公
益
目
的
実
施
事
業
の
継

続
の
た
め
の
事
業
環
境
を
作
り

ま
す
。

⑶
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を

踏
ま
え
、
法
令
お
よ
び
そ
の
他

の
規
範
に
基
づ
き
、
個
人
情
報

を
適
切
に
取
り
扱
う
よ
う
に
し

ま
す
。
ま
た
そ
の
た
め
の
会
館

の
規
定
整
備
等
を
す
す
め
ま

す
。
会
館
の
会
員
管
理
は
会
館

内
に
設
置
し
た
「
熊
本
県
教
職

員
厚
生
情
報
セ
ン
タ
ー
」
に
お

い
て
行
い
ま
す
。

⑷
教
育
会
館
の
安
全
管
理
の
た

め
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に

行
い
保
守
体
制
を
堅
持
し
ま

す
。
ま
た
、
熊
本
市
中
央
区
九

品
寺
自
治
会
の
「
地
域
指
定
一

時
避
難
場
所
」の
指
定
を
受
け
、

災
害
時
に
地
域
住
民
に
施
設
の

一
部
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
す
。

　
会
館
の
改
修
に
つ
い
て
は

「
大
規
模
改
修
検
討
委
員
会
」

で
協
議
を
す
す
め
、
１
〜
２
年

を
め
ど
に
今
後
の
改
修
計
画
の

策
定
を
行
い
ま
す
。
空
調
関
係

に
つ
い
て
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
今
年
度
改
修
を
行
い
ま
す
。

⑸「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を

発
行
し
、
教
育
会
館
設
立
の
目

的
や
現
状
を
全
教
職
員
に
知
ら

せ
ま
す
。ま
た
、教
育
会
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
情
報

の
開
示
と
発
信
に
努
め
ま
す
。

２
．
福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
会
館
共
済
を
継
続
し
ま
す
。

団
体
保
険
と
し
て
の
「
更
新
」

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
更
新
時

期
（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
の
対
応

が
教
職
員
に
と
っ
て
「
分
か
り

や
す
く
、
手
続
き
し
や
す
い
」

も
の
と
な
る
よ
う
に
改
善
を
続

け
ま
す
。

⑵
熊
本
県
下
の
教
育
関
係
者
の

要
望
を
も
と
に
、
制
度
検
討
を

進
め
ま
す
。

３
．
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
図
書
寄
贈
を
継
続
し
ま
す
。

寄
贈
校
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は

制
度
検
討
委
員
会
を
開
催
し
決

定
し
ま
す
。

⑵
県
下
の
教
職
員
の
た
め
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
「
こ
こ
ろ
ゆ
っ

た
り
講
座
」を
８
月
11
日（
火
）、

育
児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援

「
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
を

11
月
11
日
（
水
）
に
、「
パ
パ

マ
マ
ひ
ろ
ば
」
を
原
則
毎
月
第

２
水
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
教
職
員
及
び
教
育
会

館
周
辺
の
地
域
住
民
対
象
の

「
ヨ
ガ
教
室
」
を
原
則
毎
月
第

１
木
曜
日
（
午
前
）
第
３
木
曜

日
（
夜
）
開
催
し
ま
す
。

⑶
熊
本
県
下
の
児
童
・
生
徒
の

た
め
の
『
会
館
（
学
校
）
寄
席
』

を
、
10
月
21
日
（
水
）、
22
日

（
木
）、
23
日
（
金
）
に
開
催
し

ま
す
。

⑷「
県
か
る
た
協
会
」「
日
本
将

棋
連
盟
熊
本
県
支
部
」
の
活
動

に
協
賛
し
、
会
場
の
提
供
等
を

行
い
ま
す
。

⑸
教
職
員
の
電
話
相
談
室
「
レ

モ
ン
グ
ラ
ス
」を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ハ
ー
ト
ラ

イ
ン
く
ま
も
と
」
の
子
ど
も
電

話
相
談
活
動
（
現
在
休
止
中
）

を
支
援
し
ま
す
。

⑹
教
育
会
館
ロ
ビ
ー
を
活
用
し

た
「
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
」
を
継

続
し
ま
す
。

４
．
事
務
受
託
事
業
（
熊
本
県

教
職
員
厚
生
情
報
セ
ン
タ
ー
）

に
つ
い
て

⑴
生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と
及

び
熊
本
県
教
職
員
組
合
と
の
業

務
委
託
契
約
に
基
づ
き
、
効
率

的
な
組
織
・
運
営
体
制
を
構
築

し
、
財
務
の
健
全
化
に
努
め
ま

す
。

⑵
個
人
情
報
の
適
正
管
理
に
つ

い
て
は
、
法
令
及
び
諸
規
定
等

に
従
い
、
適
正
運
用
に
努
め
ま

す
。

１
．
一
般
財
団
法
人
と
し
て
の
機
関
運
営
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

基
本
と
し
定
款
の
規
定
に
従
い
ま
す
。

２
．
公
益
目
的
事
業
の
継
続
の
た
め
、
収
益
事
業
の
安
定
経
営
に
努

め
ま
す
。

３
．
教
職
員
が
教
育
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
教
職
員

を
支
え
る
「
福
利
厚
生
関
係
団
体
」
相
互
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
事
業
計
画

《
基
本
方
針
》

育休中の先生方のために癒しとおしゃべりの
場所を準備しました。
毎月第２水曜日10時～15時、教育会館２階
の一室を解放します。
午前中は楽しいイベントがあります。お昼は
お弁当をご持参下さい。
毎月のイベントのお知らせは教育会館のホー
ムページに公開いたします。
先着10組で締め切ります。

７月8日  ベビーマッサージ
８月12日  育休復帰の学校現場
９月９日  赤ちゃんのための救急手当法
10月 14日  絵本の読み聞かせ
12月９日  クリスマスオーナメントつくり
１月13日  リトミック音楽遊び
２月10日  エコクラフト
３月９日  復帰にむけての権利学習会

予定校

申込：７月31日 ( 金 ) 15:00 までに、電話で
熊本県教育会館 096-372-3800担当 (緒方・福永 )

～たまには自分にごほうびを！～

こころゆったりヒーリングセミナー

忙しい毎日を過ごされる教職員に、ゆっ
たりとした時間、自分を見つめなおす
時間をご提供するために開催します。

日時：８月11日（火）　（受付）9:45～

内容：

後藤由美子さん

会　食　12:00 ～13:00（解散）
※ちょっと豪華なランチタイムです。

会場：熊本県教育会館　熊本市中央区九品寺1-11-4

対象：教職員 20人程度 (定員になり次第締切ります )
参加費 1,000円 ( 当日受付でいただきます )

演題：「上手なストレスコントロール法」

育児休業中の教職員が現場復帰する際に、子どもを抱え
大きなストレスを感じています。少しでも不安を解消し
てスムーズに現場復帰できるように、県教育委員会、公
立学校共済組合にご協力いただいて開催します。

申込：「教育会館ホームページ」に、9月より申込方法
 を掲載予定
　　　　（応募者多数の場合は、会館共済加入者を優先いたします。）

日時：11月 11日（水） 13:30 ～ 16:15
会場：火の国ハイツ 熊本市東区石原2丁目 2-28

参加対象：公立学校に勤務する教職員で育児休業を
 取得中または予定の方70名 ( 託児もあり )

～育児休業者現場復帰支援～

カムバックセミナー

熊本県教育会館 TEL 096-372-3800 担当（緒方・福永）

パパママ広場
～育休中の
　　　教職員のために～

日赤熊本健康管理センター
保健看護課　地域産業保健係長　講師

第１部

第２部

セミナー　10:00 ～ 11:30
内容：セミナー

ティータイム
◎ 質問や情報交換

◎ 育児等に関する諸制度の活用等について（予定）
◎ 現場復帰に伴う諸手続き等について（予定）

10月21日（水）　湯前中学校

10月22日（木）　八代市立宮地小学校

10月22日（木）　湧心館高校（定時制）

10月23日（金）　黒石原支援学校

落　語：柳家さん喬　
落　語：柳家喬之助　
太神楽：翁家　和助　
三味線：太田　その

来年度の会館寄席開催の詳細については、
平成28年１月下旬にホームページ掲載予定

教育会館（学校）寄席教育会館（学校）寄席

出演
予定

!!
ただ今
募集中
ただ今
募集中
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